
※本講座は第27回新潟県理学療法士学会
 （大会長 小黒孝夫 会期平成30年11月17日～18日）の一部として、公益社団法人 新潟県理学療法士会 公益事業部の事業として行われるものです。
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公益社団法人  新潟県理学療法士会  市民公開講座

（一社）新潟県言語聴覚士会／㈱三條新聞社／
（公社）新潟県看護協会／（公社）新潟県作業療法士会／三条市／
社会福祉法人 三条市社会福祉協議会／
社会福祉法人 燕市社会福祉協議会／燕市／新潟県／新潟日報社

〒950－0912 新潟市中央区南笹口1－1－38  コープオリンピア笹口303　公益社団法人 新潟県理学療法士会事務局
TEL 025－250－7660（平日  月～金 9：00～16：00）
e-mail：jimukyoku@nipta.jp　ホームページ：http://nipta.or.jp/

平成30年

燕三条地場産業振興センター
リサーチコア
7Fマルチメディアホール
(〒955-0092 三条市須頃1丁目17番地)

11月18日㈰
13：30～14：30 開場13：10

公益社団法人 新潟県理学療法士会 市民公開講座

申込不要

会員が公開講座に参加する場合は
学会参加費が必要です

先着190名

入場無料

介護の
要らない
体づくり
住民主体の｢通いの場｣における介護予防
　国民の平均寿命が伸びて国が言う「人生100年時代」が現実味をおびてきています。
　しかし、90歳、100歳まで皆々元気で長生きということではありません。元気に過ごして逝くときはコロリという、いわゆるピ
ンピンコロリは約１割程度です。そのため足腰が弱って要介護になるのではないか、認知症になって家族に迷惑をかけるのでは
ないかなどが高齢者の共通の不安になっています。要介護期間をできるだけ短くして、自分の
ことは自分で行える健康長寿のコツは、住み慣れた地域で定期的な交流を楽しみ、
そして足腰を元気に保つ運動（筋トレなど）と活発な生活をすることです。

新潟医療福祉大学教授
新潟医療福祉大学、
ロコモ予防研究センター

新潟医療福祉大学リハビリテーション学部 理学療法学科教授/
医療福祉学研究科保険学専攻長/

理学療法学分野長、専門理学療法士（神経分野）・（生活分野）、
新潟県介護予防市町村支援委員会委員、
新潟市健康づくり推進委員会委員、

新潟医療福祉大学ロコモティブ症候群予防研究センター長

小林量作 先生


